




 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２６年度（第３次調査）の成果 

 Ａ調査区 

  200 ㎡の発掘調査をしています。その結果、石列等を確認しました。また、出土した遺物は、

中世から近世にかけての土師器
は じ き

（皿）、陶器等がありました。   

 Ｂ調査区 

    1,800 ㎡を発掘調査をしています。現在、溝、中世の墓、土坑、ピット等の遺構を確認して

います。出土遺物としては、土師器（羽釜、皿）、陶器（すり鉢、甕、壺、椀、皿）があり

ます。 

Ａ調査区 石列ア(西から) Ａ調査区 石列イ(東から) 

Ｂ調査区 中世の墓 南東から 発 掘 作 業 風 景 



 

        

 

 

 

 

 

 

   

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  おわりに  

３年間の調査成果をまとめてみることにします。 

室町時代の墓を１基確認しましたが、建物跡などは、はっきりとはしません。ただし、羽釜・すり鉢・甕・

皿などといった日用品が多く出土したことから、その頃の集落の一端を垣間見ることができました。 

また、江戸時代の頃と思われる石列も確認しました。その性格としては、段々状の土地の土留めとして

利用していたのかもしれません。 

最後に、地元の皆さんのご協力で、順調に調査が進みました。関係の方々に感謝するとともに、今後と

もご理解とご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

遺跡名・所在地：小社遺跡 鈴鹿市小社町  

原因事業：新名神高速道路建設事業  

期間・面積：平成２６年４月１８日～８月１２日(予定・2,000 ㎡) 

調査委託：中日本高速道路株式会社名古屋支社四日市工事事務所 

調査主体：三重県教育委員会  

調査担当：三重県埋蔵文化財センター調査研究３課 


